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漁
業
振
興
と
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善―

 

浜
坂
・
諸
寄
漁
港
関
連
道
路　

開
通

　

４
月
20
日
（
日
）、
浜
坂
、
諸
寄
両
漁
港
を
結
ぶ
「
浜
坂
・
諸
寄
漁
港
関
連
道
路
」

が
、
平
成
10
年
の
着
工
か
ら
10
年
を
経
て
、
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
城
山
ト
ン
ネ
ル
の
芦
屋
側
出
入
口
付
近
で
開
通
式
典
を
開
催
し
、
国

や
県
を
は
じ
め
地
元
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
浜
坂
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
続
き
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
が
行
わ
れ
、

盛
大
に
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

浜
坂
漁
港
と
諸
寄
漁
港
は
、
国
道

１
７
８
号
線
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
両
漁
港
間
に
は
急
勾
配
、
急

カ
ー
ブ
地
点
が
多
く
、
ま
た
、
大
型
車

の
す
れ
違
い
が
で
き
な
い
な
ど
幅
員
の

狭
い
箇
所
が
あ
り
、
特
に
漁
業
活
動
の

最
盛
期
で
あ
る
冬
季
の
積
雪
、
路
面
凍

結
時
に
は
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
道
の
抱
え
る
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
兵
庫
県
但
馬
水
産
事

務
所
が
、
平
成
10
年
度
か
ら
、
両
漁
港

を
直
接
結
ぶ
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
と
一
つ

の
橋
り
ょ
う
を
含
め
た
浜
坂
・
諸
寄
漁

港
関
連
道
路
整
備
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

開
通
後
は
、
本
町
が
「
町
道
浜
坂
諸

寄
漁
港
線
」
と
し
て
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。

▲記念植樹も行われました
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開
通
の
効
果

　

こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
浜
坂
、

諸
寄
漁
港
間
の
漁
獲
物
の
効
率
的
な
輸

送
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
漁
業
者

の
安
全
な
通
行
が
確
保
さ
れ
、
両
漁
協

の
一
体
的
な
利
用
の
促
進
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
芦

屋
地
区
と
諸
寄
地
区
間
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、
道
路
両
側
に

設
け
ら
れ
た
幅
員
各
３
㍍
の
歩
道
に
よ

り
、
安
心
安
全
な
通
学
路
と
し
て
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
、
住

民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
も
期
待
で
き

ま
す
。高

ま
る
期
待

　

本
町
で
は
、
こ
の
度
の
「
浜
坂
・
諸

寄
漁
港
関
連
道
路
」
の
開
通
な
ど
、
国

や
県
お
よ
び
町
の
計
画
に
基
づ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
道
路
等
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
年
12
月
に
は
、
地
域
高
規
格

道
路
「
鳥
取
・
豊
岡
・
宮
津
自
動
車
道
」

の
一
区
間
で
あ
る
「
東
浜
居
組
道
路
」

が
供
用
開
始
と
な
る
予
定
で
す
。ま
た
、

同
じ
く
地
域
高
規
格
道
路
「（
仮
称
）

浜
坂
道
路
」
に
つ
い
て
も
事
業
着
手
に

向
け
た
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
住
民
生
活
の
利
便
性
や

トンネル防災訓練を実施

　供用開始を間近に控えた４月 16 日（水）、城山ト
ンネルで関係機関の円滑な協力体制を図ることを目的
としたトンネル防災訓練を実施しました。
　トンネル内で車両の衝突事故により火災が発生し、
乗用車内に運転手が閉じ込められたという想定で訓練
を行い、消防車や救急車、パトカーなど計６台の緊急
車両が出動しました。美方警察が交通規制訓練を実施
する中、美方広域消防本部のレスキュー隊員は、事故
車両から油圧カッターなどを使って負傷者を救出し、
その後、消防隊員が火災の消火にあたるなど、事故発
生時の連携体制を確認しました。

雄
大
な
自
然
美
の
中
を
、
快
適
か
つ
安

全
安
心
な
通
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
間
に
お
け
る
物
流
や
人

的
交
流
が
活
発
と
な
り
、
産
業
や
観
光

の
促
進
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
浜
坂
・
諸
寄
漁
港

関
連
道
路
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
道

路
は
、
安
全
安
心
な
町
民
生
活
を
守
る

道
で
あ
り
、
地
域
発
展
へ
の
道
、
未
来

へ
夢
を
つ
な
げ
る
道
の
一
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

浜坂・諸寄漁港関連道事業概要

事業箇所　新温泉町芦屋～諸寄地内
施工延長　Ｌ＝ 1,281m
事業期間　平成10年度～平成19年度
全体事業費　約 32億円
幅　　員　W＝ 12.5m（片側歩道 3m）
主要構造物　城山トンネル　Ｌ＝ 549m
　　　　　塩谷トンネル　Ｌ＝ 219m
　　　　　白 浜 橋　Ｌ＝   36m

安
全
性
の
向
上
に
寄
与
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
等
の

整
備
に
よ
っ
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
道
路
等
の
整

備
に
よ
り
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
探
訪

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
多
面

的
な
利
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
期
待
で

き
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
を

目
指
し
て
い
る
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
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町政のうごきから

【
財
政
】

Ｑ
．
財
政
的
に
有
利
と
言
わ
れ
る
合
併

特
例
債
を
他
の
事
業
に
も
使
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
合
併
特
例
債
は
合
併
特
例
法
に
基

づ
き
、
合
併
し
た
市
町
だ
け
が
活
用
で

き
る
起
債
で
、「
合
併
市
町
村
の
一
体

性
の
速
や
か
な
確
立
を
図
る
た
め
又
は

均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
た
め
に
行
う

公
共
的
施
設
の
整
備
事
業
」
と
い
う
規

定
に
よ
り
、
こ
の
要
件
に
合
致
し
た
事

業
で
な
い
と
活
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
こ
の
要
件

に
合
致
し
た
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

財
政
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ
．
町
の
財
政
が
苦
し
い
の
に
借
金
に

よ
り
後
年
度
負
担
が
増
え
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
都
市
基
盤
と
し
て
の
道
路
や
下
水

道
と
同
様
に
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

も
次
世
代
に
わ
た
り
、
長
く
活
用
す
る

事
業
で
す
の
で
、
起
債
（
借
金
）
に
よ

り
分
割
し
て
返
済
し
て
い
く
の
が
健
全

な
財
政
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

Ｑ
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
料
は
高

く
な
い
で
す
か
？

Ａ
．
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
通
信
事
業
者
が
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
比
較
を
す
る
場

合
、
電
話
局
舎
か
ら
の
距
離
に
よ
る
速

度
減
衰
や
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金
や
モ

デ
ム
レ
ン
タ
ル
料
な
ど
の
要
因
も
考
慮

し
て
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

　

町
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
要
因
を
考
慮

す
れ
ば
利
用
料
は
安
価
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
十
分

魅
力
的
な
価
格
設
定
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

Ｑ
．
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
他
社
の
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
と
の
違
い
は
？

Ａ
．
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
加
入
者
宅
か
ら
局
ま

で
の
距
離
に
応
じ
て
伝
送
速
度
が
遅
く

な
り
ま
す
が
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

距
離
に
よ
る
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

安
定
し
た
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
「
夢
ネ
ッ
ト
」

　

浜
坂
地
域
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

以
下
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

【
受
信
】

Ｑ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
な
れ
ば
テ
レ

ビ
は
き
れ
い
に
映
り
ま
す
か
？

Ａ
．
通
常
の
地
上
波
を
ア
ン
テ
ナ
で
受

信
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
条
件
の
よ
い

場
所
で
受
信
し
て
良
好
な
電
波
状
態
を

維
持
し
た
ま
ま
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
て

伝
送
す
る
た
め
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ

ず
チ
ラ
つ
き
や
歪
み
の
な
い
安
定
し
た

信
号
が
ご
家
庭
に
届
き
ま
す
。

　

た
だ
、
映
像
を
表
示
す
る
テ
レ
ビ
の

性
能
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
は
、
性
能

以
上
に
鮮
明
な
画
像
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
実
施
設
計
業
務
に
着
手
す
る
に
あ
た
り
整
備

対
象
の
把
握
と
機
器
調
達
の
参
考
に
す
る
た
め
に
、
４
月
に
加
入
希
望
の
受
け
付
け

を
し
ま
し
た
。
今
後
、ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
に
町
職
員
が
説
明
に
伺
い
、

引
き
続
き
加
入
促
進
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
自
主
放
送
）
の
試
写
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
面
白
さ
を
実
感
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
停
電
や
雷
な
ど
で
、
見
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
幹
線
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
で
電
気
を
通
さ
な
い
た

め
、雷
に
は
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
内
の
停

電
工
事
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
補
助
電
源

で
運
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
工
事
】

Ｑ
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
宅
内
配
線

は
張
り
替
え
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
ご
自
宅
の
配
線
状
況
に
よ
っ
て
宅

内
工
事
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。
宅
内

の
配
線
で
フ
ィ
ー
ダ
線
と
呼
ば
れ
る
平

べ
っ
た
い
線
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、分
配
器
や
増
幅
器(

ブ
ー
ス
タ
ー)

に
つ
い
て
も
古
い
場
合
は
取
り
替
え
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
自
主
放
送
）
っ
て
？

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
地
域
の
話
題

を
放
送
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ
る
い
は
自
主
放
送

と
呼
び
ま
す
。
利
用
者
の
月
額
基
本
料

金
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
、
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
、

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
だ
よ
り
、
地

元
ス
ポ
ー
ツ
番
組
、
公
民
館
の
話
題
、

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
紹
介
、
緊
急
情
報
な
ど
、
地
元
に

根
ざ
し
た
話
題
が
た
く
さ
ん
放
送
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
特
色
溢
れ

る
番
組
を
発
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

地
域
住
民
自
ら
が
テ
レ
ビ
に
登
場
す

る
こ
と
で
人
気
が
あ
る
地
域
密
着
の
こ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
大
き
な
特
色
で
、
加
入
を
促
進
す
る

原
動
力
に
も
な
る
た
め
地
方
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ク
セ

ス
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
は
必
ず
住
民
が
自
由
に
使
え
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用
意
し
ま
す
。つ
ま
り
、

住
民
が
番
組
を
制
作
し
て
、
自
ら
が
放

送
で
き
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
保
証
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
地
域
で
活

躍
す
る
人
、
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て

い
る
人
な
ど
、
仕
事
か
ら
趣
味
、
生
活

に
至
る
ま
で
番
組
に
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
つ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
し
て
有
効
な
手
段
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
夢
ネ
ッ
ト
」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
試
写
会

　

こ
れ
ま
で
に
放
送
さ
れ
た
「
夢
ネ
ッ

ト
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
自

主
放
送
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
15
日
（
木
）、
16
日
（
金
）

①
１
回
目　

午
後
１
時
30
分
～

②
２
回
目　

午
後
７
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４ ▲自主放送番組撮影の様子

　

答
申
で
は
、現
在
の
温
泉
小
学
校
を
、

温
泉
・
熊
谷
・
春
来
・
八
田
及
び
奥
八

田
小
学
校
区
の
通
学
区
域
と
し
、
生
活

科
室
や
多
目
的
教
室
な
ど
を
転
用
し
、

普
通
教
室
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
再

編
さ
れ
る
学
校
同
士
の
事
前
交
流
を
行

う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

の
照
来
小
学
校
は
、
現
状
の
通
学
区
域

を
維
持
す
る
と
し
ま
し
た
。

　

桑
原
委
員
長
は
「
複
式
学
級
の
解
消

を
実
現
す
る
た
め
、
早
い
段
階
で
の
統

合
が
必
要
」
と
話
し
、
こ
れ
に
対
し
て

馬
場
町
長
は
「
準
備
や
整
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
が
、
答
申
に

沿
っ
て
再
編
を
進
め
て
い
く
」と
述
べ
、

答
申
に
沿
っ
て
再
編
を
進
め
て
い
く
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
再
編
後
の
校
名
や
校
歌

な
ど
を
協
議
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置

や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
通
学
手
段

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
、
各
小
学
校

区
で
の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
答
申
は
、
平
成
19
年
５

月
に
馬
場
町
長
が
諮
問
し
て
以
来
、
16

回
の
協
議
を
重
ね
、
各
小
学
校
区
単
位

で
保
護
者
や
地
域
住
民
を
対
象
に
教
育

懇
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
審
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

答
申
は
、
温
泉
地
域
内
の
６
小
学
校

を
２
年
後
の
平
成
22
年
４
月
を
め
ど
に

２
校
に
再
編
す
る
と
い
う
も
の
で
、
通

学
方
法
や
跡
地
利
用
な
ど
に
関
す
る
付

帯
意
見
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

広報しんおんせん（5月号）
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「
温
泉
地
域
の
小
学
校
の
再
編
」
に
つ
い
て
の
答
申

　
「
温
泉
地
域
の
小
学
校
の
再
編
」
に
つ
い
て
、
協
議
、
検
討
し
て
き
た
町
教
育
委

員
会
の
桑
原
修
身
教
育
委
員
長
を
は
じ
め
、
５
人
の
教
育
委
員
が
、
４
月
16
日
（
水
）

役
場
を
訪
れ
、
馬
場
町
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲馬場町長に答申書を手渡す桑原委員長
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歳
入
と
歳
出
の
状
況

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
96
億
４
８
９
６
万
２
千
円
（
３
月

末
現
在
）
で
す
。

　

収
入
済
額
は
81
億
８
５
４
５
万
８
千

円
。
予
算
額
に
対
す
る
収
入
率
は

84
・
８
％
で
す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は

76
億
３
６
５
４
万
６
千
円
、
予
算
額
に

対
す
る
支
出
率
は
79
・
１
％
で
す
。

　

歳
入
、
歳
出
の
科
目
別
の
執
行
状
況

は
、
表
１
、２
の
と
お
り
で
す
。

町
債
、
基
金
な
ど
の
状
況

　

町
債
は
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
で
、
一
般
会
計
の

現
在
高
は
１
４
６
億
３
２
７
８
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
の
と
お
り
）

借
入
先
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、

簡
易
保
険
や
年
金
な
ど
の
政
府
資
金
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
支
払
資
金
と
す
る

一
時
借
入
金
は
、
19
億
５
０
０
０
万
円

で
す
。（
表
４
の
と
お
り
）

　

さ
ら
に
、
資
金
を
積
み
立
て
て
い
る

基
金
の
合
計
額
は
15
億
８
６
６
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
５
の
と
お
り
）

　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

平
成
20
年
３
月
末
現
在

　

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
を
町

民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
平
成
20
年
３
月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
・
地
方
債
及
び
一
時
借
入
金

の
現
在
高
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
公
表
数
値
は
３
月
末
現
在
の
数
値
で
、
平
成
19
年
度
決
算
数
値
は
出

納
整
理
期
間
（
４
月
～
５
月
）
を
経
て
５
月
末
に
確
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

平
成
19
年
度
の
決
算
数
値
と
は
異
な
り
ま
す
。

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 112,628 111,785 99.3
総　務　費 1,256,628 1,130,041 89.9
民　生　費 1,816,579 1,268,821 69.8
衛　生　費 884,099 800,930 90.6
労　働　費 14,228 13,784 96.9

農林水産業費 631,055 519,539 82.3
商　工　費 757,402 569,647 75.2
土　木　費 480,689 309,793 64.4
消　防　費 418,585 405,985 97.0
教　育　費 983,372 919,010 93.5
災害復旧費 48,701 22,303 45.8
公　債　費 1,500,049 1,499,608 100.0
諸  支  出  金 738,795 65,300 8.8
そ　の　他 6,152 0 0.0
合　　　計 9,648,962 7,636,546 79.1

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,632,751 1,580,368 96.8
地方譲与税 127,600 90,247 70.7
各種交付金 309,237 286,575 92.7
地方交付税 4,169,435 4,201,835 100.8
分担金及び
　　負担金 75,565 67,382 89.2

使用料及び
　　手数料 228,602 210,669 92.2

国庫支出金 375,981 255,470 67.9
県  支  出  金 675,721 396,184 58.6
財  産  収  入 108,546 16,123 14.9
繰　入　金 179,206 46,260 25.8
諸　収　入 356,357 330,384 92.7
町　　　債 1,394,958 688,958 49.4
寄　附　金 310 310 100.0
そ　の　他 14,693 14,693 100.0
合　　　計 9,648,962 8,185,458 84.8

表２（歳出） 表１（歳入）

H20（2008）.5.8

広報しんおんせん（5月号）
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（特別会計）

（単位：百万円）
会　　計　　名 地方債残高

一般会計 14,632.7
コミュニティ・プラント事業特別会計 591.2
簡易水道事業特別会計 0.0
下水道事業特別会計 10,116.5
水道事業会計 2,219.9
浜坂病院事業会計 1,746.0

合　　　　計 29,306.3

表５（基金等現在高） 表３（地方債の現在高）

表４（一時借入金の現在高）

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 2,040,797 1,623,283 79.5 1,881,434 92.2
老人保健事業特別会計 2,217,469 1,932,307 87.1 2,126,736 95.9
介護保険事業特別会計 1,229,335 980,010 79.7 1,101,303 89.6
浜坂地区残土処分場事業特別会計 63,878 67,344 105.4 25,769 40.3
温泉地区残土処分場事業特別会計 35,234 35,728 101.4 33,537 95.2
コミュニティ・プラント事業特別会計 119,133 13,606 11.4 113,756 95.5
宅地造成事業特別会計 1 2 200.0 0 0.0
簡易水道事業特別会計 31,029 29,617 95.4 16,608 53.5
七釜温泉配湯事業特別会計 14,433 12,980 89.9 3,468 24.0
下水道事業特別会計 1,012,100 423,119 41.8 940,819 93.0

合　　　　　　　計 6,763,409 5,117,996 75.7 6,243,430 92.3

◆基　　金 　　 （単位：千円）
財政調整基金 456,565
地域振興基金 300,000
土地開発基金 73,806
減債基金 27,769
ふるさと水と土保全対策基金 2,575
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 439,045
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 109,351
下タ山公共建設残土処分場事業基金 40,000
十字谷残土処分場整備基金 28,236
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 23,599
生活排水処理事業基金 82,539
二日市温泉配湯事業施設整備基金 921
浜坂簡易水道事業施設整備基金 2,000

（単位：千円）
会　　計　　名 借入金現在高

一般会計 1,500,000
国民健康保険事業特別会計 0
公立浜坂病院事業会計 450,000

合　　　　計 1,950,000

H20（2008）.5.8

広報しんおんせん（5月号）

　

平
成
19
年
度
に
本
町
が
行
っ
た
次
の

事
業
は
、
経
費
の
一
部
と
し
て
兵
庫
県

の
競
馬
収
益
金
を
財
源
と
す
る
自
治
振

興
資
金
の
助
成
（
補
助
金
・
貸
付
金
）

を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

▼
大
庭
井
堰せ
き

改
良
推
進
事
業

　

県
事
業
の
大
庭
井
堰
改
良
事
業
に
係

る
負
担
金

▼
福
富
用
水
路
改
良
事
業

　

福
富
岩
根
水
路
の
改
良
工
事
費

▼
白
馬
公
園
周
辺
整
備
事
業

　

白
馬
公
園
内
の
落
石
防
止
工
事
費

▼
町
道
芦
屋
中
池
線
改
良
事
業

　

町
道
芦
屋
中
池
線
の
擁
壁
設
置
工
事
費

▼
町
道
二
日
市
３
号
線
改
良
事
業

　

町
道
二
日
市
３
号
線
の
拡
幅
工
事
費

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

財
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

平
成

19
年
度

  

兵
庫
県
自
治
振
興
助
成
事
業
に
つ
い
て

▲大庭井堰
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平
成
20
年
5
月
1
日
か
ら
「
戸
籍
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
及
び
「
住
民
基

本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民

票
や
戸
籍
の
証
明
書
を
請
求
す
る
時
や
、
婚
姻
、
養
子
縁
組
等
の
届
出
を
す
る
時
に

は
窓
口
で
「
本
人
確
認
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
の
時
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
な

ど
を
あ
わ
せ
て
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

戸
籍
法
及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

　

５
月
１
日
か
ら
戸
籍
・
住
民
票
の
交
付
等
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

ど
う
し
て
「
本
人
確
認
」
を

法
律
化
す
る
の
で
す
か

　

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第
三
者
に
よ

る
証
明
書
の
不
正
取
得
や
、
本
人
の
知

ら
な
い
間
に
婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
、

住
民
異
動
が
さ
れ
る
な
ど
、
虚
偽
の
届

出
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
「
本
人

確
認
」
が
法
律
上
の
ル
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。ど

の
よ
う
な
と
き
に
本
人

確
認
が
必
要
で
す
か

・
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
を
請
求
す
る
と
き

・
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
届
、
離
婚
届
、

養
子
縁
組
届
、
養
子
離
縁
届
、
認
知

届
）
を
す
る
と
き

・
住
民
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、
転
居
、

世
帯
分
離
、
世
帯
合
併
な
ど
）
を
す

る
と
き

※
必
ず
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
「
本
人

確
認
」
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
大
切

な
個
人
情
報
を
守
る
た
め
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
本
人
確
認
」
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
の
で
す
か

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
、
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
を
提
示
し
て
い
た
だ

き
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
戸
籍
の
届
出
は
、
届
出
の
ご

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
や
、
使
者
に
よ
る
届
出
の

場
合
は
、
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を

郵
便
で
通
知
し
ま
す
。

本
人
に
代
わ
っ
て
住
民
票
・
戸
籍
を
請
求

す
る
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か

◇
住
民
票
関
係
〔
世
帯
全
部
、
世
帯
一

部
、
記
載
事
項
証
明
等
〕

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
以
外
の
方
が

請
求
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
票
コ
ー
ド
入
り
の
住
民

票
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
が

請
求
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
あ
っ

て
も
本
人
の
住
所
あ
て
に
郵
送
す
る
た

▲窓口に来られた方の「本人確認」をさせていただきます。皆様
の大切な個人情報を守るため、ご理解とご協力をお願いします。



町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）
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―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
様
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

①次の書類から一つ提示してください。
運転免許証、パスポート、住民基本台帳カー

ド（写真付き）、障害者手帳、船員手帳、療育

手帳、外国人登録証明書、官公庁職員身分証

明書、宅地建物取引主任者証、電気工事士免状、

無線従事者免許証、猟銃等所持許可証、海技

免状、戦傷病者手帳など

②上記の書類がない方は㋐の中から２点、ま
たは㋐と㋑から各１点提示してください。
㋐健康保険証、年金証書、年金手帳、住民基

本台帳カード（写真なし）、介護保険被保険者

証、医療受給者証、恩給証書など

㋑学生証（写真付き）、会社の社員証（写真付

き）、公の機関が発行した資格証明書など

本人確認できる書類 め
、
窓
口
で
代
理
人
に
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
戸
籍
関
係〔
全
部
事
項
証
明（
謄
本
）、

一
部
事
項
証
明
（
抄
本
）
等
〕

　

本
人
、配
偶
者
、直
系
尊
属
（
父
、母
、

祖
父
、祖
母
等
）、直
系
卑
属
（
子
、孫
、

ひ
孫
等
）
以
外
の
方
が
請
求
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

縁
組
届
を
受
理
し
な
い
よ
う
に

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

　

婚
姻
届
、
離
婚
届
、
縁
組
届
、
離
縁

届
、
認
知
届
に
つ
い
て
、「
本
人
確
認
」

が
で
き
な
い
場
合
は
届
出
を
受
理
し
な

い
よ
う
申
し
出
を
す
る「
不
受
理
申
出
」

が
法
律
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
出
の
有
効
期
間
は
、
従
来
ま
で
は

最
長
６
カ
月
で
し
た
が
、
取
り
下
げ
る

こ
と
が
な
い
限
り
申
し
出
の
効
果
が
継

続
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹



■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

H20（2008）.5.8

③
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
林
整
備

　

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
高
齢
人
工
林
の

部
分
伐
採
を
促
進
し
、
広
葉
樹
等
を

植
栽
す
る
こ
と
に
よ
り
、
樹
種
、
林

齢
が
異
な
り
、
水
土
保
全
能
力
が
高

く
、
公
益
的
機
能
を
発
揮
す
る
森
林

に
整
備
し
ま
す
。

④
野
生
動
物
育
成
林
整
備

　

人
家
等
に
隣
接
し
た
森
林
の
裾
野
を

帯
状
に
抜
き
伐
り
し
、
人
と
野
生
動

物
と
の
棲
み
分
け
ゾ
ー
ン
を
設
け
、

森
林
の
奥
地
に
広
葉
樹
林
を
整
備
し

ま
す
。

町政のうごきから

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

県
民
緑
税
の
活
用

　

災
害
に
強
い
森
づ
く
り

①
緊
急
防
災
林
整
備　

　

急
傾
斜
等
の
45
年
生
以
下
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
林
に
お
い
て
、
早
期
、
確
実

に
防
災
機
能
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
間
伐
木
を
利
用
し
た
土

留
工
の
設
置
な
ど
の
森
林
整
備
を
実

施
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
16
年
の
台
風
災
害
を
踏
ま
え
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
森
林
整
備
に
加
え
、
平
成
18
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
て

森
林
の
防
災
機
能
を
高
め
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
緊
急
か
つ
追
加
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

②
里
山
防
災
林
整
備

　

集
落
の
裏
山
を
対
象
に
し
た
森
林

整
備
に
併
せ
て
簡
易
な
防
災
施
設

の
設
置
や
歩
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

◇
県
民
緑
税　

個
人　

年
額
８
０
０
円

（
現
行
の
個
人
県
民
税
均
等
割
の
標

準
税
率　

年
額
千
円
に
上
乗
せ
）

◇
法
人　

資
本
金
等
の
額
に
応
じ
、
年

額
２
千
円
～
８
万
円

※
住
民
税
（
県
民
税
）
と
併
せ
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
農
林
水
産
部

豊
か
な
森
づ
く
り
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
４
１
９
３

⇒

⇒

←遠景

近景→

←遠景

近景→
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町政のうごきから
　

―

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り―

「
新
温
泉
町
出
前
講
座
」
開
設

▼
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
在
住
、
在

勤
及
び
在
学
す
る
人
で
、
10
人
以
上

で
構
成
さ
れ
た
団
体
、
グ
ル
ー
プ

▼
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

▼
会
場
の
手
配
な
ど　

会
場
は
新
温
泉

町
内
と
し
ま
す
。
設
営
（
会
場
借
上

げ
料
な
ど
を
含
む
）、
講
座
運
営
は

申
し
込
み
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　

講
師
の
派
遣
料
は
無
料

平成２０年度出前講座メニュー
№ 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所） № 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所）
1 環境問題とＩＳＯ１４００１について

総務課

28 農林業の現状について

農林水産課（産業建設課）2 情報公開制度のしくみ 29 水産業の現状について
3 新温泉町の財政について 30 畜産業の現状について
4 人権について学ぼう 31 地籍調査について
5 電子自治体について 32 道づくり

建設課（産業建設課）

6 みんなで取り組もう行財政改革 33 防災と災害復旧
7 広報・公聴活動について

企画課

34 雪道の対策について
8 夢ネットと浜坂地域ブロードバンド整備について 35 まちの景観形成について
9 山陰海岸ジオパーク構想 36 都市計画とまちづくり
10 公共交通サービスの再編 37 道路の果たす役割について
11 夢ネットのコミュニティチャンネルを見てみよう 38 新温泉町の上水道

上下水道課（産業建設課）12 町税のしくみと役割 税務課（振興課） 39 浜坂の温泉
13 簡単な農業所得の収支計算 40 暮らしと環境を守る下水道
14 悪徳商法に負けるな！

町民課（住民福祉課）

41 公立浜坂病院の診療体制

公立浜坂病院15 分ければ資源、ごみ分別 42 公立浜坂病院事業の業務内容
16 災害への備えは万全ですか？ 43 介護老人保健施設・訪問看護・居宅介護支援の利用案内17 戸籍と住民票のはなし
18 医療保険制度について 健康課（住民福祉課）44 会計のしくみ 出納室
19 健康講座 45 学校教育について 学校教育課20 まちの子育て支援について

福祉課（住民福祉課）

46 学校再編成について
21 地域包括支援センターについて 47 人権教育の現状と課題

社会教育課（教育委員会分室）
22 介護保険制度について 48 まちの文化財を知る
23 福祉制度について 49 誰でも気軽にできる体力づくり
24 認知症サポーター養成講座 50 誰でも気軽に参加できる公民館講座
25 新温泉町の観光戦略

商工観光課（振興課）
51 暮らしの中に図書館を

26 地域交流の推進 52 新温泉町議会の概要 議会事務局
27 商工業の振興

▼
申
し
込
み
方
法　

開
催
を
希
望
す

る
団
体
の
代
表
者
は
、
開
催
予
定

日
の
2
週
間
前
ま
で
に
役
場
（
企

画
課
）に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
日
時
、
内
容
な
ど
で

不
都
合
な
場
合
は
、
協
議
の
上
、

変
更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

▼
そ
の
他　

政
治
、
宗
教
及
び
営
利

を
目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
講
座
で
は

質
疑
や
意
見
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
が
、
苦
情
を
言
う
場
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

本
町
は
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
の
将
来
像
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢

と
温
も
り
の
郷
」
の
実
現
に
向
け
、「
情
報
公
開
」「
説
明
責
任
」
を
柱
に
住
民
の

皆
様
の
町
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
と
の
参
画

と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
も
６
月
か
ら
職
員
が
各
地
域
な
ど
に
出
向
い
て
、
町
の
仕
事
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
出
前
講
座
」
を
設
け
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
本
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
町

職
員
が
各
地
域
に
出
向
き
、
自
ら
担
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
説
明
す
る
制
度
で
す
）
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加藤文太郎
記念図書館

「5月のおすすめの本」
ご案内

そうか、もう君はいないのか 
　城山三郎　著／新潮社

経済小説の先駆けとして読者を魅了し
てきた城山三郎。彼の人間味溢れる作
品の裏には大切な夫婦の絆があった。
最愛の妻との出会いから彼女ががんと
わかってからの日々、そして別れ。生
身の男としての城山三郎が切ないまで
に伝わってくる回想記。

わが孫育て
佐藤愛子　著／文芸春秋

孫を育てることは、驚きと感慨に満ちて
いる。作家佐藤愛子が、いつもの愛子
節で日々のいろんなことに怒りを感じ
ながらも、孫へ向けられる目には愛情が
溢れている。国を愛し、孫を愛す愛子
さんの感慨深いエッセイ。

いつから、中年？
　酒井順子／講談社

女の人生には、いろいろな節目がある
けれど、惑い続ける四十歳の感慨は深
い。「負け犬の遠吠え」で話題になった
作者の感じた、今どきのあれこれは、
時に鋭くまた爆笑の酒井ワールド満載
の一冊。

なわとびしましょ
長谷川義史　著／学研

なわとびしましょ、おはいんなさい♪
楽しい《なわとび》にいろんな人が参
加してきます。おさむらいさんも、ろ
くろっくびも、宇宙人もみんなで一緒
にペッタンペッタン。大人数のダイナ
ミックななわとびは最後にどうなるで
しょう…？

あなたがとってもかわいい
みやにしたつや　作／金の星社

あかちゃんの顔は泣いていても、くしゃ
みをしても、どんな顔もかわいい。小
さかったあかちゃんがやがて大きく
なってわんぱく坊主になってもやっぱ
りかわいいことに変わりはない。「いつ
だってあなたを愛してる。」と親から子
への気持ちを伝える絵本。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『のはらのせんたくやさん』他
◆と 　き　5月24日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『ころころころ』他
◆と 　き　6月14日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（5月号） 12

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日

6 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
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広報しんおんせん（5月号）

温泉保健福祉センター「すこやか～に」からのお知らせ

地
域
に
学
ぶ 

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

　

本
年
も
、
中
学
生
（
2
年
生
）
を
対

象
と
し
た
体
験
活
動
週
間
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
中
で
生
徒
た

ち
が
様
々
な
活
動
や
体
験
を
通
し
て
、

豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
高
め
た
り
、

自
分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る
こ
と

を
支
援
し
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　

５
月
26
日（
月
）～
30
日（
金
）

▼
実
施
場
所　

町
内
の
事
業
所
等

▼
対
象
生
徒　

夢
が
丘
中
学
校
69
名
、

浜
坂
中
学
校
１
１
０
名

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

　

夢
が
丘
中
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
０
９
０

　

浜
坂
中
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
１
０
４

こころのケア相談

　こころの健康に関することのあらゆる相談に精
神科医師と保健師が応じます。完全予約制で無料
で受けられます。秘密は厳守
されますのでお気軽にご利用
ください。

【相談日】

【時間】午後 1時 30分～ 3時 30分（完全予約制）
【会場】新温泉健康福祉事務所及び
　　　  温泉保健福祉センター「すこやか～に」

※７月、９月、11 月、１月、３月については、

新温泉健康福祉事務所で実施します。日程が決

まり次第お知らせします。

―問い合わせ―
温泉保健福祉センター「すこやか～に」

℡（０７９６）９９－２９４０

新温泉健康福祉事務所

℡（０７９６）８２－３１６１

こころの健康相談

　「こどもの発達や子育てについて相談したい」
「不眠・アルコールについて相談したい」「福祉サー

ビスや制度を知りたい」「働きたいけど、どうし
たらいいかわからない」「居場所や憩いの場、友
達を作る場が知りたい」など、ほおずき専門相談
員が相談にあたります。相談は無料で、秘密は厳
守します。お気軽にお問い合わせください。

【相談日】

【時間】午後 1時 30分～ 3時 30分（完全予約制）
【会場】予約時にお知らせします

―問い合わせ―
温泉保健福祉センター「すこやか～に」

℡（０７９６）９９－２９４０

日　　程
  ５月 29 日（木）
  ９月  ３日（水）
10月 29日（水）
12月  ３日（水）

日　　程
  ５月 28 日（水）
  ６月 18日（水）
  ７月 16日（水）
  8 月 20 日（水）
  9 月 16 日（火）
10月 22日（水）
11月 19日（水）
12月 17日（水）
  1 月 28 日（水）
  2 月 25 日（水）
  3 月 18 日（水）
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H20（2008）.5.8

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20年４月 20日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（5月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 39以下 140～ 250
オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160～ 195
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 119～ 149
㈲山米鮮魚 ホームページ

作成補助 不問 130～ 180
㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250～ 300
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35以下 168～ 225
㈱山陽フードサービス 栄養士 不問 140～ 250

日清医療食品㈱
近畿支店

調理員
不問 133～ 146調理師

栄養士 144～ 176
㈱隆栄水産 営業 不問 190～ 300
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚、青果 不問 160～ 200
㈲福田建機 建設機械整備 不問 165～ 215

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140～ 150

営業係 145～ 155
客室係 225～ 260

㈱みよしや旅館
客室係

不問
205～ 245

経理事務 140～ 170
フロント 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198

㈱井筒屋
客室係

不問
231～ 256

調理係 147～ 228
料飲係 163～ 188

㈲八田屋 客室係 不問 188～ 226
㈱寿荘 配膳係 不問 180～ 250
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 182～ 207
介護職 150～ 158

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 140
看護師 152

㈱西沢製作所 溶接工 不問 143
㈱マルワフーズ渡辺水産 加工・製造 64以下 140～ 200
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈱光商会 ガソリンスタンド

スタッフ 不問 138～ 184

富士綜合警備保
障㈱

警備員 18～ 64 132～ 187
機動パトロール
及び機械警備員 18以上 140～ 170
営業 64以下 150～ 200

セコム㈱兵庫本部 セキュリティ
スタッフ 18以上 155～ 170

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～1,000
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750～1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウエーター、
ウエートレス 不問 750～ 950
販売補助 800～ 950

山陰道路㈱ ホール係 不問 700～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900～1,200
サイバーワールド 調理補助

及び接客 不問 700～ 900
西部電気工業㈱
大阪支店 交通誘導員 不問 1,200～ 1,467
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730～ 790

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員

不問
700～ 850

レジ 750～ 900
惣菜、青果、
精肉、鮮魚 720～ 800

㈲山米鮮魚 事務 不問 750～ 850
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～2,180

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,500

㈱コメリ 販売員 不問 730～ 780
（温泉地域）

㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125
調理場補助 850

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
客室係 1,300
車両係 800～ 850
料飲係 950～1,100

医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～ 1,300
㈱寿荘 客室係 不問 800～1,500

洗浄係 800～1,200
㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～ 1,300
㈲八田屋 客室係 不問 800～1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 1,200～ 1,400
介護補助員 950～1,000

㈱朝野家 ヒーリング
ルーム係 不問 800

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 730
看護員 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
㈱西沢製作所 溶接工 不問 700～ 850
湯村クリーンサービス 美装業務 不問 800～ 850
㈲ゆむら観光
伯雲亭 旅館手伝い 不問 700～ 800
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こ
う
し
た
農
地
保
全
に
関
し
、最
近
、

耕
作
放
棄
地
の
調
査
が
全
国
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
昨
年
こ
の
放

棄
地
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
図

を
た
よ
り
に
現
場
を
踏
査
す
る
と
い
っ

た
作
業
で
、
各
地
区
の
区
長
、
農
会
長

さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
農

業
委
員
会
の
委
員
が
担
当
す
る
地
域
を

確
認
し
て
調
査
を
終
え
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
耕
作

放
棄
地
が
増
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
め
ざ
す
政
策

は
ど
こ
の
地
域
で
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
農
業
委
員
会
を
中
心

に
農
地
の
有
効
利
用
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
内
容

に
つ
い
て
全
国
農
業
新
聞
で
次
の
よ
う

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。〝
荒
廃
地
解
消

へ
作
付
け
や
放
牧
〟「
新
温
泉
町
は
山

H20（2008）.5.8

　

―

農
業
委
員
会
情
報
№
28―

荒
廃
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
！

間
部
の
農
地
が
多
い
。
こ
の
た
め
近
年

で
は
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

難
な
ど
に
よ
る
労
働
者
不
足
が
起
因
し

て
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
さ
ら

に
平
地
の
農
地
に
お
い
て
も
宅
地
造
成

な
ど
で
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
農
業
委
員

会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
策

と
し
て
、
山
椒
や
飼
料
作
物
の
作
付
け

を
推
進
す
る
ほ
か
、
但
馬
牛
の
放
牧
な

ど
に
よ
る
荒
廃
農
地
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
農
地
集
積
を
積
極

的
に
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
各
集
落
で

の
立
ち
上
げ
が
進
み
つ
つ
あ
る
集
落
営

農
組
織
や
認
定
農
業
者
な
ど
担
い
手
の

経
営
基
盤
の
確
立
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
廃
し
た
農
地
は
な
か
な
か
元
に
戻

す
こ
と
は
困
難
で
す
。
山
間
部
の
農

地
が
多
い
本
町
で
は
、
昨
年
の
耕
作
放

棄
地
の
調
査
で
も
荒
廃
は
か
な
り
進
ん

で
い
ま
す
。
幸
い
中
山
間
直
接
支
払
制

度
へ
の
参
画
で
、
こ
れ
ま
で
な
ん
と
か

保
全
さ
れ
て
き
た
山
間
部
の
棚
田
で
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
農
地
の
荒
廃
が
こ
れ
以
上
進
ま
な

い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に
か
か

る
許
可
や
届
出
受
理
、
耕
作
証
明
な

ど
の
証
明
書
の
発
行
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
各
種
届
出
、
転
用
申
請
、

証
明
願
い
等
は
毎
月
10
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（5月号）

　

近
年
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
農
地
の
問
題
は
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
と

い
え
ま
す
。
国
か
ら
は
農
地
を
守
る
た
め
の
政
策
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
に

あ
っ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
本
町
で
は
中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
、
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
（
共
同
支
援
活
動
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
作
り
方

①
わ
か
め
は
た
っ
ぷ
り
の
湯
で
ゆ
で

る
。
き
れ
い
な
緑
色
に
な
っ
た
ら
冷

水
に
取
り
、
ざ
る
に
あ
げ
る
。

②
わ
か
め
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

る
。
き
ゅ
う
り
は
塩
を
ふ
り
、
板
ず

り
し
、
小
口
切
り
に
す
る
。

③
調
味
料
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
水

気
を
切
っ
た
わ
か
め
と
き
ゅ
う
り
を

混
ぜ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
生
わ
か
め
サ
ラ
ダ

◆材料（４人分）
・生わかめ・・・・100 ｇ
・きゅうり・・・・・1本
・塩・・・・・小さじ 1/2
・こしょう・・・・・少々
・酢・・・・・・大さじ 2
・サラダ油・・・大さじ 4
・しょう油・・・大さじ 1

▲共同支援活動に取り組む歌長地区の皆さん
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　4月 18日（金）、観音山相応峰寺（小川弘真住職）で、
国の重要文化財に指定されている「木造十一面観音菩薩
立像」が公開されました。
　この日は、春の例祭に合わせた年に一度の特別公開
で、あいにくの空模様にも関わらず、由緒ある観音菩薩
像を一目見ようと険しい参道を登る参拝者の列が続きま
した。観音像は、平安時代初期に作られたとされており、
お香の煙で黒く光る姿は、まさに霊像ともいうべき、見
る人の心を引きつける観音像です。

町杜氏自譲酒研究会
　新温泉町杜氏自醸酒研究会が 4 月 18 日（金）、夢ホー
ルで開かれました。町杜氏組合は、今年の７月に但馬杜
氏組合へ一本化されるため、町杜氏組合としては最後の
研究会となりました。
　前日には、本町の杜氏が各地の酒造会社で丹精込めて
作った自慢の新酒の香りや味などのバランスについて審
査がありました。審査にあたった大阪国税局の山脇幹善
主任鑑定官は「今年は酒づくりに適した気候に恵まれ、
高い技術と相まって素晴らしいものばかりだった」とコ
メントし、今年の出来栄えをたたえました。

但馬牧場公園「春の装いフェア」
　４月20日（日）、県立但馬牧場公園で「春の装いフェア」
が開催されました。但馬ビーフの無料試食やストラック
アウト、ヤギ・ヒツジレースなどのイベントがあり、地元
をはじめ、町外からも多くの家族連れでにぎわいました。
　ヤギ・ヒツジレースは、１レースに５頭ずつ出走して、
一位を予想するというもので、今年生まれたばかりのヤ
ギやヒツジが出走しました。途中立ち止まったり逆走し
たりするなどのハプニングもありましたが、来場者はそ
れぞれ投票したヤギやヒツジに熱い声援を送りました。

　千谷の秋葉神社で、4 月 20日（日）の例祭にあわせて、
町の民俗文化財である千谷麒麟獅子舞が奉納されました。
　千谷麒麟獅子舞の由来は、江戸時代の終わり頃に千谷
の集落のほとんどが焼ける大火に見舞われ、秋葉神社に
火の神として麒麟獅子を奉納したことから始まったと伝
えられています。各家庭の庭先では、面をかぶった猩猩
（しょうじょう）の奇声を皮切りに、太鼓や笛の音に合
わせて麒麟獅子が舞い、一帯は夕方までにぎわっていま
した。

千谷麒麟獅子舞

H20（2008）.5.8

広報しんおんせん（5月号）

木造十一面観音菩薩立像
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　　　　　　浜坂みなとほたるいか祭り

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（5月号）

　新温泉町消防団出初式が 4月 13 日（日）、健康公園
すこやかドームで開催され、浜坂支団、温泉支団から団
員約 370 人が出席しました。
　式典では、永年消防団員として活躍した方々に表彰や
感謝状の贈呈が行われ、各隊の閲団で式典は終了。その
後、井土の岸田川河川敷で各分団の消防車両や美方広域
消防本部のはしご車など 20台による一斉放水がおこな
われ、団員らは住民の安全と安心確保のため、決意を新
たにしました。

　全国でも有数の水揚げ量を誇る本町のホタルイカを町
内外に広くPRする「第10回浜坂みなとほたるいか祭り」
が 4月 6日（日）、浜坂漁港せり市場で開催されました。
　会場には、京阪神など町内外から過去最高の約２万人
が訪れ、水揚げされたばかりの新鮮なホタルイカを使っ
た軍艦巻きやお好み焼きなど、趣向を凝らしたさまざま
なホタルイカ料理に舌つづみをうっていました。

　4月 13日（日）、浜坂と諸寄にまたがる千々見山で「第
９回千々見山で遊ぼう」が開催されました。
　但馬浜坂ふるさと塾（上島元子代表）が、毎年４月に
開催しているイベントで、約 40人の参加者がサクラの
苗の植樹や、今までに植えた苗の手入れをしながら頂上
目指してハイキングしました。これまでに約 300 本の
サクラを植樹し、今年は新たに 20本の苗を植樹しまし
た。山頂では、これまでに植えたサクラの前で記念撮影
をするなど、参加者らは春の散策を楽しみました。

千々見山で遊ぼう

　蒸気機関車C58のネームプレートや、鉄道に関する貴
重な資料などを集めた鉄道グッズ館「鉄子の部屋」が４月
18日（金）、JR浜坂駅構内にオープンしました。
　4月2日にオープンした駅前足湯に続き、JR浜坂駅前
の活性化を図ることを目的としたもので、地域のふれあい
の場、また、町の観光案内所としても利用していただけま
す。施設の管理運営は、西日本旅客鉄道㈱ＯＢ会豊岡支部
浜坂地区会のメンバーがあたり、約20平方㍍の部屋には、
会員らが保存していた資料など約80点を展示しています。

鉄道グッズ館「鉄子の部屋」オープン

新温泉町消防団出初式
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.5.8

ご
案
内

広報しんおんせん（5月号）

ピ
ア
ス
の
会
押
し
花
絵
画
展 

～
わ
が
町
の
散
歩
道
～

　

ピ
ア
ス
の
会
（
代
表　

宮
階
愛
子
さ

ん
）
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
野
山

に
咲
い
て
い
る
花
材
を
数
多
く
使
用
し
、

自
然
の
美
し
さ
を
ま
る
ご
と
生
か
し
た

押
し
花
絵
画
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
10
日
（
土
）
～

　

６
月
11
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
展
示
数　

約
60
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

「
地
才
地
創
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｉ
Ｎ
但
馬
」
の
ご
案
内

　
「
四
季
の
魅
力
を
地
域
の
力
に
～
交

流
と
協
働
が
は
ぐ
く
む
賑
わ
い
の
郷

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

の
あ
り
方
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
「
地
域
の
元

気
」
を
呼
び
お
こ
し
、
そ
れ
を
「
ひ
ょ

う
ご
の
元
気
」に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

「
地
才
地
創
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｉ
Ｎ
但
馬
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
７
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
開
場　

午
後
１
時
）

ひょうご森のまつり２００８

　「未来に残そう　緑の山並み　森の声」をテーマ
に、森とふれあうイベントなど、家族で楽しめる催
しが盛りだくさんです。豊かな自然に囲まれた楽し
いひとときをお過ごしください。

▼と　き　６月１日（日）午前 10時～午後４時
▼ところ　ひまわりの丘公園（小野市）
▼内　容　森林ボランティア活動や各種イベント、
　　　　　宝塚音楽学校生等による森のコンサート、
　　　　　県下特産品の販売等

―問い合わせ―
ひょうご森のまつり２００８実行委員会

（兵庫県農政環境部環境創造局豊かな森づくり課）
℡（０７８）３６２－３１４４

▼
と
こ
ろ　

養
父
市
立
ビ
バ
ホ
ー
ル

（
養
父
市
）

▼
主
催　

兵
庫
県
、
神
戸
新
聞
社

▼
内
容　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

養
父
市
立
建
屋

小
学
校
「
あ
ば
れ
っ
子
太
鼓
」

・
講
演
「
但
馬
の
四
季
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　

講
師
：
織
作
峰
子
氏
（
写
真
家
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
（
テ
ー
マ
：
交
流
と
協
働
が
は
ぐ
く

む
賑
わ
い
の
但
馬
へ
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
県
民
局

　

企
画
調
整
部
企
画
調
整
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
１
１
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調
理
師
及
び
製
菓
衛
生
師
試
験

▼
と
き　

７
月
13
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ

　

県
立
豊
岡
高
等
学
校
（
豊
岡
市
）

▼
試
験
区
分

　

調
理
師
及
び
製
菓
衛
生
師

▼
願
書
受
付　

５
月
12
日
（
月
）
～

　

19
日
（
月
）

※
就
業
地
を
管
轄
す
る
健
康
福
祉
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
願
書
配
布
場
所　

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
６
１

　

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

５
月
８
日
の
世
界
赤
十
字
デ
ー
に
合

わ
せ
、
毎
年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間

と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
「
人
の
命
と
尊
厳

を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
震

や
台
風
な
ど
の
被
災
者
の
救
護
活
動
を

は
じ
め
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
く
寄
附
金
な
ど
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
活
動
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

広報しんおんせん（5月号）

H20（2008）.5.8

試　

験

お
知
ら
せ

第
1
回
住
ま
い
の
相
談
会 

の
お
知
ら
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷
で
は
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
に
限
ら
ず
「
住
む
人
に
合
わ

せ
た
住
宅
改
修
を
す
す
め
、
快
適
で
便

利
な
住
ま
い
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
た
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

新
築
や
改
築
な
ど
を
含
め
て
「
暮
ら

し
や
す
い
住
ま
い
」
を
お
考
え
の
方
か

ら
の
質
問
や
相
談
を
承
り
ま
す
。
多
数

の
方
々
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
と
き　

5
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時　

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

　

①
下
水
工
事
に
伴
う
ト
イ
レ
や
浴
室

　

な
ど
の
改
築

　

②
段
差
の
解
消
方
法

　

③
開
閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更

　

④
手
す
り
の
取
付
位
置

　

⑤
住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
増
改

　

築
の
方
法

　

⑥
そ
の
他

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
長
寿
の
郷

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
62
‐
８
４
５
６

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

5月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

5月28日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

5月15日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

5月21日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866
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I N F O R M A T I O N
H20（2008）.5.8

広報しんおんせん（5月号）

泉
地
域
で
は
昭
和
51
年
よ
り
現
在
の
水

道
料
金
単
価
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

◇
上
水
道
の
認
可
変
更
に
取
り
組
み
ま
す

　

浜
坂
地
域
の
上
水
道
事
業
に
お
い

て
、安
心
安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、

浄
水
方
法
等
の
検
討
を
し
、
認
可
変
更

を
行
い
ま
す
。変
更
内
容
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
評
価
委
員
会
を
設
け
、
協
議

と
審
査
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て

　

温
泉
地
域
の
個
別
処
理
区
域
が
対
象

の
浄
化
槽
設
置
事
業
は
平
成
20
年
度
で

町
の
補
助
事
業
が
終
了
し
ま
す
。
未
設

置
の
ご
家
庭
で
設
置
希
望
の
方
は
お
早

め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◇
接
続
奨
励
金
に
つ
い
て

　

特
環
下
水
道
温
泉
処
理
区
で
は
、
事

業
完
了
後
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接
続

す
る
と
、
接
続
奨
励
金
の
交
付
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成
20
年
が
最
終
年
に
な
り

ま
す
。
早
め
の
下
水
道
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

新
温
泉
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
「
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
」
に
審
査
の
申

出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

審
査
の
申
出
を
行
う
場
合
に
は
事
務

局
に
備
え
て
い
る
申
出
書
に
よ
り
審
査

申
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
審

査
申
出
が
で
き
る
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
審
査
の
申
出
期
間　

納
税
通
知
書
を

受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
60
日
ま
で
の
間

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
水
道
料
金
審
議
会
を
設
け
ま
す

　

い
つ
で
も
安
心
安
全
な
水
を
安
定
し

て
給
水
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
水
道

事
業
の
あ
り
方
を
審
議
い
た
だ
き
ま

す
。
委
員
は
10
名
で
、
識
見
者
、
利
用

者
等
の
団
体
か
ら
選
出
い
た
だ
き
ま
す
。

※
浜
坂
上
水
道
は
昭
和
52
年
よ
り
、
温

血
液
検
査
の
ご
案
内

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、
性
感

染
症
や
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
匿

名
・
無
料
（
一
部
有
料
）
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
（
即
日
検
査
）、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感
染
は
検
査

を
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
心
配
な

人
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
相
談
下
さ
い
。

▼
検
査
項
目　

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
即
日
検
査
）　

②
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）

③
梅
毒
検
査

※
感
染
の
機
会
が
あ
っ
て
か
ら
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
・
Ｃ
型
肝
炎
は
３
ヶ
月
、
Ｂ
型
肝

炎
・
梅
毒
は
２
ヶ
月
以
上
経
過
し
て

い
な
い
と
正
確
な
結
果
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
検
査
日　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
15
※
要
予
約

▼
と
こ
ろ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
（
豊
岡
市
）

▼
結
果
説
明

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

　

採
血
の
約
１
時
間
後
に
は
わ
か
り
ま

す
が
、検
査
結
果
が
「
要
確
認
検
査
」

と
な
っ
た
場
合
は
後
日
検
査
結
果
を

説
明
し
ま
す

②
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）

　

約
２
週
間
後
に
結
果
を
説
明
し
ま
す

③
梅
毒
検
査

　

採
血
の
２
時
間
後
に
結
果
が
わ
か
り

ま
す　

※
結
果
は
必
ず
ご
本
人
が
お
越
し
下
さ

い
。
お
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は

応
じ
ら
れ
ま
せ
ん

▼
料
金　

原
則
無
料
（
証
明
書
が
必
要

な
場
合
は
有
料
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
増
進
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

人事異動をおこないました　5 月１日付
（新任、氏名、旧任の順）

温泉総合支所
◇振興課副課長兼住民福祉課副課長兼産業建設課副
課長兼建設係長　中井　孝吉（産業建設課副課長
兼建設係長）

―問い合わせ―
総務課　人事係

℡（０７９６）８２‐３１１１
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新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

か
ら
の
ご
案
内

香
港
大
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
毎

年
７
月
に
香
港
大
学
生
の
受
け
入
れ
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
７
月
12

日
（
土
）
か
ら
12
日
間
、
５
名
の
学
生

を
受
け
入
れ
る
予
定
で
、
現
在
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

香
港
の
大
学
生
は
日
本
語
が
あ
る
程

度
理
解
で
き
る
学
生
が
多
く
、
ま
た
同

じ
ア
ジ
ア
で
共
通
す
る
文
化
を
持
っ
て

お
り
、
初
め
て
の
方
で
も
受
け
入
れ
や

す
い
外
国
人
で
す
。
ま
た
、
平
日
の
昼

間
な
ど
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
対
応

し
に
く
い
時
間
帯
は
国
際
交
流
協
会
が

責
任
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

７
月
12
日
（
土
）
～

　

23
日
（
水
）
ま
で
の
12
日
間

▼
募
集
期
限　

６
月
10
日
（
火
）

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
香
港
、
フ
ィ

ジ
ー
な
ど
外
国
人
と
の
交
流
パ
ー

広報しんおんせん（5月号）
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道
路
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

（
環
境
保
全
、
創
造
活
動
）
但
馬
で
の

緑
化
、
景
観
形
成
、
地
球
温
暖
化
防

止
、
野
生
生
物
の
生
息
環
境
確
保
及

び
環
境
学
習
な
ど
の
活
動

▼
助
成
金
額　

（
清
掃
活
動
）
清
掃
活
動
に
か
か
る
指

定
ご
み
袋
購
入
経
費

（
環
境
保
全
、
創
造
活
動
）
１
団
体
あ

た
り
７
万
円
を
限
度
（
団
体
の
運
営

経
費
に
対
す
る
助
成
は
行
い
ま
せ
ん
）

但
馬
人
材
（
講
師
）
派
遣

　

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
の
人
材

バ
ン
ク
に
登
録
し
た
講
師
な
ど
を
活
用

し
、
研
修
会
、
講
演
会
、
自
主
研
究
会

な
ど
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
、
講

師
派
遣
に
必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま

す
。

▼
助
成
金
額　

研
修
会
な
ど
に
要
す

る
講
師
謝
金
、
旅
費
の
年
間
合
計
額

７
万
円
を
限
度

▼
申
請
方
法

　

事
業
実
施
の
１
ヵ
月
前
ま
で
に
申
請

　―

問
い
合
わ
せ―

　

㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

テ
ィ
ー
、
ま
た
英
語
指
導
助
手
に
よ
る

英
会
話
教
室
、
海
外
研
修
、
国
内
研
修

な
ど
数
々
の
楽
し
い
事
業
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

▼
会
費
（
年
額
）　

２
０
０
０
円

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

　
　
（
役
場　

商
工
観
光
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会 

か
ら
の
ご
案
内

美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
助
成
金

　

但
馬
の
美
し
い
自
然
環
境
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
自
然
豊
か
な
美

し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
促
進
す
る
た

め
、
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、
緑
化
、
景

観
形
成
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年

３
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
活
動

▼
活
動
内
容　

（
清
掃
活
動
）
但
馬
の
美
し
い
自
然
環

境
を
保
護
す
る
た
め
の
河
川
、海
岸
、

募　

集

自動車税の納期限は６月２日（月）です
納税はお近くの銀行・農協などの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局（原則として近畿２府４県内）、コンビ
ニエンスストア（全国の店舗）または県税事務所で６月２日（月）までにお忘れなく！

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（等級や使用状況
等に一定の条件があります）に対する自動車税・自動車取得税の減免制度があります。
減免額には一定の上限があります。また、減免申請期限（納期限）後に申請があった場合は、月割に
て減免をしています。※なお、町内会場での出張受付は今年度より廃止しました。ご了承ください。

◇問い合わせ　兵庫県・但馬県民局豊岡県税事務所　℡（０７９６）２６ ‐ ３６２８

○障害者の方へのお知らせ




